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    はじめに 
      千葉大学法経学部教授   水島治郎 
 
先進諸国では近年、さまざまな形で福祉国家の再編が進行し、財の再配分を中軸とした
福祉から、各人の就労可能性を高め、その「自立」を支援することで「福祉依存」から脱
却させることをめざした福祉への転換が顕著である。確かに少子高齢化の進展、産業構造
の変容による労働力需要の変化、グローバル化による国際競争の激化といった環境の変容
は、上記のような福祉国家の再編を正当化するように見える。しかし他方でこのような福
祉国家の変容は、近年の生活保護に対する風当たりの強まり、ヨーロッパ諸国においては
「就労可能性の低い」非西洋圏出身の移民に対する制限の動きに象徴されるように、さま
ざまな「排除」の契機をもつものでもあった。 
 
 本論集は、以上のような時代の転換期にあることを問題意識の背景としつつ、都市コミ
ュニティにおける相互扶助と次世代育成の問題を扱ったものである。都市化が進行すれば
個人の原子化が進み、中間的な団体の役割が薄れて個人個人は自己責任でみずからのリス
クを背負わねばならない、という近代主義的な見方とは裏腹に、ポスト近代に入りつつあ
る現代においても、都市コミュニティのもつ役割には無視できないものがある。また、次
世代育成についても、都市の様々な機能が重要な役割を果たしており、その点も検討され
ねばならない。そこで本論集では、まず妻鹿論文が「ボランティア」論の現代的な意義を
検討し、続いて阿部論文が「ごっこ遊び」を通した子どもの成長と都市文化について論ず
る。そして水芦論文が、日本の住宅政策の歴史を検討して、都市コミュニティを支える住
宅政策のあり方を議論する。最後に水島が、ヨーロッパの都市における移民の役割と支え
あいの歴史を振り返り、今後を展望する。以上の四論文を通じて、「排除」の動きに単純
に同調することなく、都市の様々なつながりのネットワークに注目し、個人個人を活かせ
るような相互扶助のあり方を模索したいと考えている。 
 
 なお、私事に言及することをお許しいただきたい。2012年夏、千葉大学の同僚の男性教
員が、病により若くして亡くなられた。まことに悲痛なことであったが、二人のお子さん
がまだ小さいことをふまえ、同僚たちと相談して遺児募金を立ち上げ、呼びかけを行った
ところ、短期間のうちに予想をはるかに上回る方々のご賛同と募金をいただき、400万円を
越える募金が集まった。都市の一見ばらばらの諸個人が、必要とあらば何の見返りも求め
ず手を差し伸べあう、そしてそれがまさに次の世代を育てる大きな力となっていく、その
様子を目の当たりにした思いだった。「都市における相互扶助と次世代育成」をテーマと
する本報告書を編集して入稿する本日が、まさに当該遺児募金の最終集計を行い、報告書
を発送する日でもあることに、少なからぬ縁を感じているところである。 
 
本論集が、グローバリゼーションのもとで翻弄されつつある都市・地域を再定位し、今
後のあり方に示唆を与えるものとなれば、幸甚である。 
           
